
かまいし

な
ぜ
起
業
を
？

　
漁
師
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
鮮

度
の
い
い
地
物
を
美
味
し
く
食
べ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
て
、
数
年
前
か
ら
店
を
持
つ

こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。「
こ

ん
な
時
期
に
何
で
や
る
の
？
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
ら

な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
も
、
や
っ

て
後
悔
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思

い
、
起
業
し
ま
し
た
。

起
業
し
て
、
良
か
っ
た
こ
と
、

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

　
石
巻
か
ら
お
祝
い
で
来
て
く
れ

た
人
か
ら
「
こ
の
ご
時
世
に
、
こ

ん
な
に
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
あ
る

ん
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
や
っ

て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
人
手
不

足
で
す
ね
。
副
業
と
か
が
も
っ
と

推
進
さ
れ
れ
ば
違
う
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
旬
の
も
の
を
、
で
き
る
だ
け
生

で
食
べ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
日
に
よ
っ
て
い
い
も
の
を

入
れ
て
い
ま
す
。
店
の
し
つ
ら
え

も
な
る
べ
く
き
れ
い
に
し
た
い
と

思
い
、居
酒
屋
以
上
料
亭
未
満
で
、

店
先
を
通
っ
た
ら
入
り
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
店
を

意
識
し
て
作
り
ま
し
た
。

起
業
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
へ

　
初
め
に
言
っ
た
通
り「
や
ら
な
い

で
後
悔
す
る
よ
り
、
や
っ
て
後
悔
」

と
い
う
の
を
私
は
意
識
し
て
い
ま

す
。
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ

の
方
が
人
生
は
面
白
い
は
ず
。
皆

さ
ん
、人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
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起業人

　このコーナーでは、釜石で新たに一歩を踏み出した人を紹介し
ます。２回目は、定置網漁師の傍ら、かまりばに飲食店を５月に
オープンさせた萬文貴さんにスポットを当てます。

大町 1-3-12（かまりば内）　☎ 55-5922
営業時間：17 時30分〜22 時30分
定休日：日曜日、第１、3 月曜日
座席：�４人掛けテーブル×２、４人掛け座敷×３、

カウンター席×５

網元茶屋 萬寶（まんぽう）

市内迎賓館やホテルなどで腕を磨いた職人が丹精込めて作ります

オーナーの萬さん
「人生は博打みたいなもん。やりたいこと
だらけで、困ってしまうよ」と笑みをこ
ぼす

その日獲れた新鮮な魚介の刺身やフライ。
行くたびに違った味覚に出会えるかも。

釜石湾で波力発電の実証事業が
始まりました

　市は、令和３年 10月に「2050 年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す」ことを表明し、当市の豊富
な自然環境を未来の子どもたちに引き継ぐため、省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの導入に取り組
んでいます。
　この取り組みの一つとして７月 31日、釜石港湾口防波堤上に設置された波力発電装置が運転を開始しま
した。同装置は地球温暖化の原因となる二酸化炭素を排出しない海洋資源の有効利用に向け、波力発電の可
能性を実証するために１台設置されました。　　　　
　海洋再生可能エネルギーの産業化を目指し、平成30年に市内企業 4社で設立された㈱マリンエナジーが事
業主体となり、環境省委託事業（インテリジェント吸波式波力発電による地域経済循環ビジネスモデル実証事業）
の採択を得て、令和２年度〜４年度の３カ年にわたり行われています。また、東京大学先端科学技術研究センター
や足利大学、国の研究機関などが共同実施者として参画し、産学官連携で実証事業が進められています。
　これまでの波力発電装置の設計、製作、施工等を経て、今回、湾口防波堤への設置を通じ、波が上下する
動きを利用して気流をつくり、タービンを効率よく回転させて発電する技術と安全性の実証が行われます。
併せて、新浜町に設置された陸上観測所で、発電状況の監視や制御、データ確認が行われるほか、発電され
た電気が海底ケーブルで送られ、同観測所敷地内の養殖実験施設に給電されます。
　また、この事業を通じて㈱マリンエナジーではシステムの製造から設置、発電や漁業への利活用などを考
慮した地域主導経済循環モデルの
構築を目指し、将来の実用化に向
け、波力発電出力の増大、装置の
量産化による全国への普及拡大も
描いています。
　市もこうした取り組みを後押し
し、海洋再生可能エネルギーの利
活用を図り、脱炭素のまちづくり
を推進します。

東京大学先端科学技術研究センターと市が連携・協力協定を締結しました7月31日

　波力発電実証事業の共同実施者として協力を得てきた東京大学
先端科学技術研究センター（東京都・杉山正和所長）と市は、連携
及び協力に関する協定を締結しました。
　今後、環境・エネルギー分野を主軸に、連携を深めながら当市の
脱炭素社会の実現や、持続可能なまちづくりに向けて下記の連携事
項の取り組みを進めていきます。

問い合わせ　市国際港湾産業課　☎ 27-8423

５項目の
連携事項

・産学官連携による共同研究及び技術開発　
・人材育成　　　　・地域企業への助言、指導　　
・地域の理解促進　・その他、新たに提案する案件

■東京大学 先端科学技術研究センター■
1987年設立。40にのぼる研究室が、文系
と理系の垣根を越え、理工系の先端研究と、
社会科学やバリアフリーという社会システ
ムに関わる研究を展開する。

電力を生み出すタービン 新浜町にある観測所で運転スイッチが押される
と同時に、発電装置が稼働しました（７月31日）

起業を成功させるために必要なポイントを学ぶことができる貴重な機会です！
日　時　９月 18 日、25 日、10 月２日、９日、16 日  
　　　　毎週日曜日　10 時〜12 時 30 分
　　　　 （各日で内容が異なります。詳しくは市のホームページをご覧ください）
場　所　しごと・くらしサポートセンター（イオンタウン釜石２階）
参加費　無料　　　　定　員　10人程度
　　　　　　　（一社）じのもん流通プロジェクト
　　　　　　　☎ 080-6582-1217

かまいし起業塾

市のホームページ申込フォーム

申し込み・
問い合わせ
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